
7

２ 地域の現況地形等

鼓ヶ岳 569m

329m

妙見山 370m

題目山 264m

482m

247m

210m

１

２

３

４

2-1.地域の現況地形の概要
地形図

○若狭湾の西端丹後半島の東南部に、
天橋立で２分された宮津湾と阿蘇海
が位置する。
○宮津湾を囲むように位置する山並
みは、成相寺北側の鼓ヶ岳（標高
569m）を最高として、おおよそ
150m～300m級の丘陵によって構
成されている。

329m
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○天橋立周辺からの眺望

２（大内峠付近）からの眺め

４（傘松公園付近）から中心市街地方向への眺め

１からの天橋立方向への眺め

３（島崎公園付近）から府中地区方向への眺め

2-2.周辺の景観特性
（１）地域の歴史

〈天橋立周辺の歴史〉
○ 713年の丹後国設置の時、天橋立の北側、現在の
宮津市府中地区に国府が置かれた。国の役所や国分
寺が建てられ丹後国の中心であった。
○また、宮津市の中心市街地付近では、1622年京極
高広の築城以来、丹後の文化や産業の中心となった
。大手川の東、臨海部に平城が築かれた。
○岩滝町男山付近から北に通ずる道は鉄道開通（明
治14年）までの丹後半島への連絡路であり、野田川
の谷には山陰道に通じる重要な通路があった。この
２つの要路の出入口にあたる岩滝は、宮津と共に港
として栄え、回船問屋が多く、米や絹織物の積出港
であった。

〈観光地としての天橋立〉
○天橋立が観光対象として人々の関心をひいたのは、西国28番札所成相寺が開山した頃
（８世紀初頭）といわれている。世屋山中腹（340m）の成相寺は眺望絶景の位置にある。
阿蘇海に浮かぶ白砂青松の天橋立などを中心とした自然景観の美が巡礼者の旅の疲れを癒し、
人知れず自然美を語り伝えたのであろう。
○雪舟の「天橋立図」や貝原益軒（かいばらえきけん）「丹後与謝海天橋立之図」をみると、す
でに中世末期（室町時代）に巡礼者の訪れた文珠や府中地区が開けていたことが分かる。
○林春斎（はやししゅんさい）が「日本国事跡考」に「日本三景の一」に加えたのも17世紀中期
のことである。

右図→

宮津鶴賀城図

下図↓

国宝 雪舟筆
天橋立図
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（２）天橋立を含めた周辺の主要な地域資源
○地域資源は、地域の歴史や文化を物語るものが多くあり、過去から現在に至る人の営み
によって形づくられてきたものである。こうした建造物や工作物、周囲の樹林等資源は、
まちの特徴を表す景観上重要なものである。

〈中心市街地 宮津地区〉
京極高広によって形成された城下町の街区や町名が今もま
ちなかに残っている。

・旧三上家住宅（重要文化財）糸問屋、回船問屋、

造り酒屋を営んでいた豪商宅
・カトリック宮津教会 明治期に建てられた
聖ヨハネ天主堂

・大頂寺 宮津藩主の菩提寺 ・見性寺 江戸時代の俳人与謝蕪村に
ゆかりの深い寺

・佛性寺

〈文珠地区〉

・智恩寺と門前町
・廻旋橋 天橋立公園の入口に
位置する特徴的な橋

・天橋立ビューランド
天橋立への俯瞰 「飛龍観」

・文殊堂西国札所成相寺と共に知られ、

近世には巡礼の人々でにぎわっていた
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〈岩滝地区〉

○かつて港町として栄え、今も丹後ちりめんを主体とした織物業が盛んなまち。
まちなかに織り機の音が響いている。

・落ち着いた佇まいの町並み ・阿蘇シーサイドパーク 天橋立方向
を望む

・海沿いの町並み

〈府中地区〉

・籠神社 山陰道８カ国唯一の大社 ・国分寺跡（丹後郷土資料館周辺）付近
から望む天橋立

・溝尻の舟屋・傘松公園 ・ケーブル駅前付近
（坂の下の町並み）
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１.「天平の歴史の道・国分寺跡」

２.「島崎蒼龍観・島崎公園」

(３)天橋立の代表的な眺望景観『天橋立十景』

天橋立への代表的な眺望景観として「天橋立十景」がある。選定された１０の景観は、平
野部や低い位置から望む眺望景と山の頂や中腹などから望む俯瞰景に大別できる。

○低い位置から望む天橋立は、天橋立からごく近
い場所から望む場合を除き、視点場から天橋立と
の間に町並みや農地を介して望む景観となってい
る。

３.「文珠の知恵街道・智恩寺」

1.「天平の歴史の道・国分寺跡」
2.「島崎蒼龍観・島崎公園」
3.「文珠の知恵街道・智恩寺」

①

②

③④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑩

⑨

天橋立十景 位置図

4.「一文字観・大内峠」
5.「飛龍観・天橋立ビューランド」
6.「斜一文字観・傘松公園」
7.「天上大パノラマ観・仙台山」
8.「滝上弓ヶ観・滝上山」
9「雪舟観・獅子崎」
10.「戦国ロマン八幡山・八幡山」

(３)天橋立の代表的な眺望景観『天橋立十景』

○高い位置から望む俯瞰景は、天橋立の全貌が確認でき、視対象となる天橋立の手前やその奥に
町並みや田畑、背後に広がる山並みが一体的に望むことができる。

４.「一文字観・大内峠」

７.「天上大パノラマ観・仙台山」

６ .「斜一文字観・傘松公
園」

８.「滝上弓ヶ観・滝上山」 ９.「雪舟観・獅子崎」
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(４) 天橋立周辺に見られるまちの景観の現状

天橋立周辺の景観を考える場合、次のような景観も含め検討していくことが必要

○門前町や駅前に見られる町並み景観 ○国道又は幹線道路沿いの景観
（ロードサイド型の商業店舗や看板類）

○まちなかの大規模建築物 ○田園越しに見られる大規模建築物等

３ 天橋立公園の現況


